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初年度の成果 

本事業は，実用価値の高い数値解析技術の創造を目標に，複数分野の解析技術研究者が

協働することで，個々の研究者では実施が困難な新しい研究アプローチにより，高度な実

学の創造を目指すものである． 

従来とは全く異なる概念であるエネルギ保存を考慮した高性能高解像度化手法を提案し

ている．この手法の適応先として，材料試験分野における非接触変位計測を対象とし，演

算時間性能の向上を指向した補間曲面関数の選定及び広範囲の測定領域に対応する超解

像度用画像エンジンへの適用について検討した． 

(1) 材料試験分野における画像計測への適用 観測精度向上の観点から，精度の高い計

測を要求される材料試験における画像計測への適用し，その有用性を検討した．これまで

の板形状試験片による引張試験のみならず，切欠き開口変位の測定に適応し，その精度を

検証した．このような，補間について，まとめた論文が電気学会に掲載された． 

(2)演算時間性能向上に向けた改良 提案手法は，画像エネルギのB-Spline 曲面補間に

より，サブピクセルにおける画素値を推定しているが，単調増加であることが保証されて

いない．さらに，各画素境界地点においては元画像から直接求まる画像エネルギと一致す

る必要があり，それをB-Spline 曲面を利用する現状の提案手法では収束演算により実現

している．そこで，画像エネルギに矛盾のない単調増加かつ収束演算の要しない曲面関数

を探索したが，残念ながら，B-Spline 曲面補間を上回る関数は得られなかった． 
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調査研究の進

捗状況と今後

の推進方策 

上述したように，画像計測への適用については，板形状だけでなく，切欠き開口変位の計

測についても適用が可能であった． 

また，演算時間性能向上についても検討したが，現状以上の成果は得られていない．次

年度も引き続き，収束演算が不要であることに加えて極が発生しない補間法を検討する．

また，高解像度化手法のベースとなる画素値分布推定手法では一次変換への対応手法で

は，2次元平面上での変換のみを対象としていることから，3次元姿勢変化を観測した際

に生じる変形に対応する手法を確立する．具体的には，丸棒試験片のせん断変形・台形変

形に対応するため，曲面変換手法の検討を行う． 

さらに，既存データとして低解像画像が多く蓄積されており，これらを現在の技術水準

である高解像画像に変換・利用するニーズも高い．そこで，高解像度画像への変換に対す

る上述したエネルギ保存則に基づく手法の適用を検討する．この手法における処理は，補

間関数の係数の決定とサブピクセル値の生成に大別できる．前者は収束演算を要するので

ソフトウェアにより，後者は，単純な処理の反復となるのでハードウェアにより実現，す

なわち，ヘテロジニアスシステムとして実現する．特に，多項式の計算に多用する乗算に

ついては，Truncated Multiplier を最適化することで高速化を図る．また，汎用化を目

指し，ソフトウェア化やそのデザインについても検討する． 
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